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(57)【要約】
　明確な触感を持つ情報の印刷が電気記録技術により達
成される。このような電気記録印刷は、単位面積あたり
質量またはトナー高さによるものなど隆起像の性質に従
って定着されるように、電気記録技術を用いた受像部材
の被選択エリアへの隆起像の電気記録印刷を含む。一実
施形態では、隆起像を作成するのに必要とされる大きな
トナー粒子および／またはトナー塊がアーティファクト
なしで印刷媒体に適切に付着するように、融着装置の処
理速度を低下させて長い滞留時間を可能にすることによ
る。エネルギー要件および機器のコストを軽減するため
、広範囲の用紙タイプに隆起像が適切に融着されるよう
に融着装置の処理速度を低下させる速度切替え技術が用
いられる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受像部材に隆起情報を形成するための電気記録印刷方法であって、
　隆起像を有する印刷像を前記受像部材上の印刷像の第１隆起像エリアに電気記録方式で
形成することと、
　前記隆起像を含む前記印刷像を前記受像部材に定着させるための隆起融着値に、前記隆
起像を含まない印刷像を定着させるための融着パラメータ値とは別の、隆起融着パラメー
タを設定することと、
　隆起融着パラメータを設定するための融着アセンブリ制御装置による決定に基づいて、
前記制御装置により制御される融着アセンブリにおいて前記受像部材を搬送することと、
　前記隆起融着値を用いて、前記融着アセンブリにおける前記受像部材の搬送速度を調節
して前記第１隆起像エリアを補正することと、
　前記隆起融着パラメータ値を使用する融着装置を用いて、前記隆起像を含む前記印刷像
を前記受像部材に定着させることと、
を包含する方法。
【請求項２】
　前記隆起融着値がさらに用いられて、記憶されたパラメータに基づいて前記融着アセン
ブリにおいて搬送される前記受像部材の速度を制御し、前記像からの情報と前記受像部材
のタイプとに基づいて様々な所望条件で特定タイプの受像部材を融着するのに前記パラメ
ータが必要とされる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プリンタにおける前記圧力および／または温度の設定を変化させるばかりでなく、
前記用紙経路を含む融着装置を減速させることをさらに包含する、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記中間部材の速度を調節することをさらに包含する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　同じ像について用いた非隆起印刷に用いられるものより高い質量／単位面積および／ま
たは高さのうち一方を用いて前記受像部材に前記隆起像が形成される、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　非隆起画像に用いられる標準サイズマーキング粒子よりも実質的に大きな平均直径を有
する第１トナー粒子を用いて、前記隆起像を作成するのに用いられる前記質量／単位面積
および／または高さが形成される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記隆起像の単位面積あたり質量が、前記非隆起像の単位面積あたり質量より実質的に
大きい、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記受像部材の一部分の前記隆起エリアが、前記受像部材の当該部分において少なくと
も２．０ｍｇ／ｃｍ2の単位面積あたり質量を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記受像部材の一部分の前記隆起エリアが、前記受像部材の当該部分において少なくと
も４．０ｍｇ／ｃｍ2の単位面積あたり質量を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記受像部材の一部分の前記隆起エリアが、前記受像部材の当該部分において少なくと
も５．５ｍｇ／ｃｍ2の単位面積あたり質量を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　印刷像を受像部材に電気記録法方式で形成することが、単一の印刷モジュールを用いて
印刷像を形成することを包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記第１隆起像と前記第２隆起像のうち少なくとも一方により重複される前記受像部材
のエリアに前記印刷像を形成するための像情報を生成するアルゴリズムが、前記第１隆起
像により重複されず前記第２隆起像により重複されない前記受像部材のエリアに前記印刷
像を生成するための像情報を生成するアルゴリズムと異なっている、請求項１に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記標準サイズマーキング粒子の体積平均直径より実質的に大きい体積平均直径を有す
るトナー粒子を用いて、前記受像部材の前記印刷像の第２被選択エリアに第２隆起像を電
気記録方式で形成することをさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　隆起情報を受像部材に形成するための電気記録プリンタであって、
　隆起像を載せている受像部材に熱および／または圧力を印加して、隆起像を含まない印
刷像を融着させるための融着パラメータ値とは別である、前記隆起像を含む前記印刷像を
前記受像部材に融着させるための隆起融着値に調節された隆起融着パラメータを用いて前
記隆起像を前記受像部材に融着させる、ニップ関係にある一対のローラを有する融着アセ
ンブリと、
　前記一対のローラを回転させて前記ローラニップに駆動力を提供し、前記融着アセンブ
リにおいて前記受像部材を搬送するためのモータと、
　前記融着アセンブリにおいて搬送される前記受像部材の速度を制御するための機構であ
って、
　様々な所望条件において特定タイプの受像部材を融着させるのに必要とされるパラメー
タを記憶するための入力デバイスと、
　前記入力デバイスからの情報と、特定の受像部材タイプおよび所定条件の選択とに基づ
いて、隆起融着パラメータを含む融着装置制御パラメータを決定するためのデバイスと、
　前記決定デバイスによる決定に基づいて隆起融着パラメータを隆起融着値に設定するた
めと、前記一対のローラを回転させるための前記モータを調節して前記融着アセンブリに
おける前記受像部材の搬送速度を設定し前記隆起像を補正するための融着アセンブリ制御
装置と、
を包含する速度制御機構と、
を包含する電気記録プリンタ。
【請求項１５】
　前記隆起融着パラメータがニップ負荷に基づく、請求項１４の電気記録プリンタ。
【請求項１６】
　前記隆起融着パラメータがニップ幅に基づく、請求項１４の電気記録プリンタ。
【請求項１７】
　前記隆起融着パラメータが、前記像について用いる非隆起印刷に用いられるものより大
きな質量／単位面積および／または高さのうち一方に基づく、請求項１４の装置。
【請求項１８】
　前記入力デバイスと前記決定デバイスとが前記融着アセンブリ制御装置と一体的である
、請求項１４の電気記録プリンタ。
【請求項１９】
　隆起情報を形成するための電気記録印刷方法であって、
　受像部材を収容することと、
　第１印刷モジュールにより、第１標準サイズマーキング粒子を前記受像部材に選択的に
塗着することと、
　第２印刷モジュールにより、前記標準サイズマーキング粒子より大きな体積平均直径を
有する第１大サイズトナー粒子を前記受像部材に選択的に塗着することと、
　第３印刷モジュールにより、前記標準サイズマーキング粒子よりも実質的に大きな体積
平均直径を有する第２大サイズトナー粒子を前記受像部材に選択的に塗着することと、
　前記印刷像および前記隆起像を前記受像部材に定着させるための隆起融着パラメータを



(4) JP 2013-504091 A 2013.2.4

10

20

30

40

50

、前記隆起像を含まない印刷像を定着させるための値とは別の変更値に設定するとともに
、前記変更パラメータ値を使用する融着装置を用いて前記印刷像および前記隆起像を前記
受像部材に定着させることと、
を包含する方法。
【請求項２０】
　前記標準サイズマーキング粒子が９μｍ未満の体積平均直径を有し、前記第１および第
２大サイズトナー粒子が１４μｍより大きい体積平均直径を有する、請求項１３に記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して印刷に、特に電気記録方法を用いて触感を発生させる隆起印刷に関連
する。
【背景技術】
【０００２】
　受像部材に像を印刷するための一般的な方法の一つは電気記録法と呼ばれる。電子写真
法と呼ばれるこの方法の特定の実行例では、誘電性部材を均一に帯電させてから均一電荷
の被選択エリアを放電させて像通りの帯電パターンを生成することにより、誘電性部材に
静電像が形成される。このような放電は一般的に、誘電性部材に向けられたＬＥＤアレイ
またはレーザデバイスの特定光源を選択的に起動させることにより提供される化学線放射
に、均一に帯電した誘電性部材を露出させることによって達成される。像通りの帯電パタ
ーンが形成された後、着色（場合によっては非着色）のトナー粒子が、誘電性部材の帯電
パターンと実質的に反対の電荷を付与されて、像通りの帯電パターンに誘引されるように
誘電性部材の近傍に置かれ、このようなパターンが現像されて可視像となる。
【０００３】
　その後、単に受像体と呼ばれることのある適当な受像部材（普通ボンド紙のカットシー
トなど）または単に媒介と呼ばれることのある中間転写部材（柔軟性または非柔軟性のロ
ーラまたは巻取紙）が、誘電性部材の上のマーキング粒子が現像された像通りの帯電パタ
ーンとの並置状態に置かれる。適当な電界が印加され、マーキング粒子が像通りのパター
ンで受像部材に転写されて、受像体または中間転写部材に所望の印刷像が形成される。中
間転写部材の場合には、適当な第２電界が印加されて中間受像部材から受像部材へマーキ
ング粒子が転写される二次転写ステップが実施される。次に受像部材が誘電性部材との動
作関連状態から取り除かれ、一般的に熱および／または圧力を用いてマーキング粒子印刷
像が受像部材に永久定着される。多数の層またはマーキング材料が一つの受像体に重複さ
れてもよく、例えば色の異なる粒子の層が一つの受像部材に重複されて、定着後に多色印
刷像が受像部材に形成されてもよい。
【０００４】
　大きなトナー粒子を用いて印刷像の高さを大きくする印刷など、触感のためにテキスト
およびグラフィックなどの像を隆起エリアに印刷するには、隆起印刷の性質に関連する融
着および印刷のパラメータを調節して、印刷品質を向上させて顧客の期待に応える必要が
ある。例えば、結果的に生じるトナー質量の増加は、印刷媒体に像を適切に定着させるの
に、さらに高い融着温度および／または圧力を必要とする。高い融着設定点を達成できる
融着システムは必然的にコストが高く、より多くのエネルギーを利用する。本発明は、高
速ＥＰデバイスでの隆起像の印刷を可能にするとともに、低エネルギー要件の低コスト機
器での隆起像の印刷も可能にする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第ＷＯ２００９／０７８９４８号パンフレット
【特許文献２】米国特許出願公開第２００７／２７４７３４号明細書
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　印刷像品質の向上により、印刷業者そして顧客も同じく、電気記録法により製作される
印刷物の使用を拡大する方法を追求している。ある種の印刷では、印刷物への触感が非常
に望ましいと考えられる。すなわち、事務用品のヘッダまたはビジネスカードの印刷など
超高品質の印刷では、結果的に得られる印刷アウトプットに触感を付与する隆起文字印刷
を利用する。これらの印刷用途の多くでは、標準的なものがより高価なエングレービング
、エンボス、または感熱処理にそのまま置き換わるものにするには、５０μｍ以上の隆起
文字高さを出すこと、およびまたは２．５ｍｇ／ｃｍ2より高い単位密度あたりの質量を
有することが非常に望ましい。印刷物の触感が望ましいであろう他のいくつかの例は、セ
キュリティ特徴が設けられたブライユ印刷物または印刷文書である。現在、ブライユ印刷
物に推奨される最小高さは２００μｍであり、これは１０．０ｍｇ／ｃｍ2より高い単位
密度あたり質量を用いるものである。
【０００７】
　米国特許出願公開第２００８／０１５９７８６号には、触感を有する高品質印刷物を製
作するための標準的な小さいサイズの着色トナー粒子とともに大きな透明トナー粒子を高
い付着量（≧２ｍｇ／ｃｍ2）で載せるため、第５のカラーモジュールを電子写真印刷プ
ロセスに使用することが記載されている。しかし、１）製造プロセスによるトナーサイズ
―一般的なプロセスはトナーサイズ平均直径をおよそ３０μｍに制限―と、２）電子写真
プロセスの現像ステップ―付着量を透明トナーの二重層にほぼ制限―とに対する制限のた
めに、８～９μｍ（０．５ｍｇ／ｃｍ2）の着色トナーと大きな透明トナーの合計につい
ての３２０％付着の際のリッチブラック色の最大隆起文字高さは、３５～４０μｍ（透明
のみでは４ｍｇ／ｃｍ2）以下である。これは、感熱式に製作される印刷物にそのまま置
き換わるのに望ましい高さとしての５０μｍ（単位面積あたり質量５．５ｍｇ／ｃｍ2）
には不足し、ブライユ印刷物に推奨される高さである２００μｍ（１０．０ｍｇ／ｃｍ2

）にははるかに足りない。加えて、３０μｍ以上の下地トナーサイズを達成すると、１）
研削のための非標準的な空気ノズルへの変更―非効率的な製造―、２）余分なサイズ分類
ステップ―製造収率を著しく低下させる―、という著しい製造上の課題および費用が発生
する。
【０００８】
　したがって、本発明は、単位面積あたりの質量またはトナー高さによるものなど、隆起
印刷物の性質に従って定着されるように、電気記録技術を用いた受像部材の被選択エリア
への隆起像の電気記録印刷に関連する。一実施形態では、隆起像を製作するのに必要とさ
れる大きなトナー粒子および／またはトナー塊がアーティファクトなしで印刷媒体に適切
に付着するように、融着装置の処理速度を減速することで長い滞留時間を可能にする。エ
ネルギー要件および機器のコストを抑えるため、広範囲の用紙タイプに隆起像が適切に融
着されるように融着装置の処理速度を減速する速度切替え技術が使用される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に使用するための電気記録印刷モジュールを示す概略図である。
【図２】本発明に使用するための図１に示された印刷モジュールを使用する電気記録印刷
エンジンを示す概略図である。
【図３】印刷像が形成された受像部材の断面を示す概略側面図である。
【図４】第１隆起像が形成された受像部材の断面を示す概略側面図である。
【図５】第２隆起像が形成された受像部材の断面を示す概略側面図である。
【図６】本発明によるプロセスの様々な実施形態を示す流れ図である。
【図７】本発明によるプロセスの様々な実施形態を示す流れ図である。
【図８】本発明によるプロセスの様々な実施形態を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１０】
　さて添付図面を参照すると、図１および２は本発明の実施形態による電気記録プリンタ
エンジンを概略的に示している。図示された本発明の実施形態は、個々の受像部材への印
刷のために配列された６個の像生成印刷モジュールを使用する電気記録装置を必要とする
が、６個より少ない又は多いモジュールによる発明が使用されてもよい。他のタイプの電
気記録モジュールで本発明が実行されてもよい。
【００１１】
　電気記録プリンタエンジン１００は連続する電気記録印刷モジュール１０Ａ，１０Ｂ，
１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆを有する。後述のように、印刷モジュールの各々は静電
像を形成し、担体およびトナー粒子を有する現像剤を使用して静電像を現像し、現像後の
像を受像部材２００に転写する。現像剤のトナー粒子が着色されている場合、トナー粒子
は「マーキング粒子」とも呼ばれる。受像部材は、像または既定パターンが印刷されるこ
とが望ましい用紙、厚紙、プラスチック、または他の材料でよい。
【００１２】
　図１に示された電気記録印刷モジュール１０は、図２に示された電気記録印刷エンジン
１００の電気記録印刷モジュール１０Ａ～１０Ｆの各々を代表するものである。電気記録
印刷モジュール１０は、一つ以上の多層の像または形状を生成するための複数の電子写真
像形成サブシステムを含む。各印刷モジュールに含まれるのは、光伝導性の像形成部材（
像形成シリンダ１０５の形で示されている）の表面を均一に静電気帯電させるための一次
帯電サブシステム１０８である。光伝導性像形成部材を露光することにより均一な静電荷
をイメージ通りに変化させて各層に関して多層の（分離）静電潜像を形成するための露光
サブシステム１０６が設けられている。像通りに露光された光伝導性像形成部材を現像す
る現像ステーションサブシステム１０７が設けられている。光伝導性像形成部材から第１
転写ニップ１１７を通って中間転写部材１１０の表面へ、また中間転写部材１１０から第
２転写ニップ１１５を通って受像部材２００へ、それぞれの層（分離）像を転写するため
、中間転写部材１１０が設けられている。
【００１３】
　図２に図示された電気記録印刷エンジンは、図１に図示された静電プリンタモジュール
１０の構造を各々が有する６個の静電プリンタモジュール１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０
Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆを使用する。印刷モジュールの各々は、転写可能な単色の像を受像部
材２００に形成することが可能である。搬送ベルト２１０は、印刷エンジン１００による
処理のため受像部材２００を搬送する。静電プリンタモジュール１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ
，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆの印刷ニップを受像部材２００が順番に移動すると、印刷モジ
ュールは、生成された現像後の像を連続して受像部材に１回で転写する。
【００１４】
　図示された印刷エンジン１００は６個の静電印刷モジュールを含み、したがって１回で
６個までの像が受像部材に形成される。例えば、印刷モジュール１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ
，１０Ｄが像情報により駆動されて、ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの像をそれ
ぞれ形成する。当該技術で周知のように、原色であるシアン、マゼンタ、イエロー、ブラ
ック、およびその部分集合を様々な組合せで組み合わせることにより色のスペクトルが生
成される。印刷モジュール１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄの現像ステーションで使用さ
れる現像剤は、それぞれの印刷モジュールにより形成される像の色に対応するそれぞれの
色の着色マーキング粒子を使用する。残る２個のモジュール１０Ｅ，１０Ｆは、色域を向
上させるため代替触を有するマーキング粒子、透明層保護または隆起印刷の性能を提供す
る非着色粒子、またその何らかの組合せを備えるとよい。例えば、第５静電モジュールが
レッドで着色されたマーキング粒子を有する現像剤を備え、第６静電モジュールが大きな
サイズの非着色粒子を有する現像剤を備えてもよい。
【００１５】
　所与の受像部材についての複数の静電印刷モジュール１０Ａ～１０Ｆによる連続した転
写ステップの完了に続いて、受像部材に融着ステップが実施されて現像後の多色像を受像
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部材に融着する。融着ステップは、受像部材に熱および／または圧力を付与する。
【００１６】
　例えば、搬送ベルト２１０は、多色像を含む受像部材２００を融着アセンブリ３０まで
移動させることができる。融着アセンブリ３０は、間に融着ニップを形成して熱および圧
力を受像部材２００に印加する加熱融着ローラ３１と対向する圧力ローラ３２とを含む。
用途に応じて、融着アセンブリがシリコンオイルなどの融着オイルを融着ローラ３１に塗
着してもよい。現像および融着プロセスの付加的な詳細は、参考として取り入れられてい
るＴｈｏｍａｓ　Ｎ．Ｔｏｍｂｓ，ｅｔ　ａｌ．の名で２００８年７月３日に公開された
米国公報第２００８／０１５９７８６号に記載されている。
【００１７】
　示された例では、融着のための処理速度と隆起した印刷像を形成するための処理速度と
が同じになるように、印刷モジュールで受像部材２００を搬送するためと融着ステップで
受像部材２００を移動させるために同じ搬送ベルト２１０が用いられる。本発明は単一の
処理速度による実施には限定されず、像を形成するのと像を融着するのに別の搬送機構が
設けられて像の形成および融着の処理速度が単独で設定されてもよい。
【００１８】
　一つ以上のコンピュータを含み、電気記録プリンタエンジン１００と関連する様々なセ
ンサからの信号に応じてそれぞれの部品にタイミング制御信号を提供し、よく理解された
周知の使用法に従って様々な部品の制御を行って装置の制御パラメータを処理する論理制
御ユニット１２３を、印刷エンジン１００が含む。論理制御ユニット１２３は、印刷モジ
ュール１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆの各々のために個別の論理制御
部品１２４を含むとよい。この制御システムは、隆起印刷物または隆起像の定着とも呼ば
れる隆起印刷物の印刷および融着を実施するすべての関連の設定点とともに融着装置およ
び用紙経路速度の制御を可能にする。
【００１９】
　本発明の原理によれば、隆起情報を印刷してこの隆起トナーの融着を向上させるための
プロセス、および／または印刷プロセスのパラメータが調節されることで、隆起像を作成
するのに必要とされる大きなトナー粒子および／またはトナー塊がアーティファクトなし
で印刷媒体に適切に付着するように、融着装置の処理速度を効果的に低下させて長い滞留
時間を可能にする。後述する一実施形態では、広範囲のタイプの用紙に隆起像が適切に融
着されるように、速度切替え技術が用いられて融着装置（ある実施形態ではＥＰプロセス
）の処理速度を減速させる。この減速はジョブ全体の印刷速度を自動的に低下させること
により行われる、および／または、代替的には、隆起印刷を可能にするトナーを含有する
乾燥インクステーションの存在をプリンタが検出した時に、低速で印刷を行うようにモー
ドを変更する。他の実施形態では、新たな速度での印刷に最適である適切な融着およびＥ
Ｐ設定点をプリンタが変更する。これらの設定点は、融着設定点、像を書き込むための書
込み設定点、給紙関連の設定点、トナー給送および混合装置に関連する設定点、そして光
伝導体および印刷関連の態様に関連する設定点を制御するものを含む、以下のうち一つま
たはすべてを含む。
【００２０】
　本発明を用いて、これらの設定点を調節するとともに融着システムにおける受像体の用
紙流れの速度を自動的に切り替えることにより、ＮｅｘＰｒｅｓｓ印刷機において８３ｐ
ｐｍで３００ｇｓｍの用紙に高さ３０μｍまでの隆起像を含む印刷物が作成された。しか
し、より高い速度で融着を行おうとする時には、融着装置が最も高い実用的な温度および
圧力に設定されていても融着アーティファクト（低温オフセット）が発生した。後述する
改善方法を用いると、プリンタは７０ｐｐｍで３００ｇｓｍの用紙に高さ５０μｍまでの
隆起像を印刷できたが、さらに高い速度で融着させようとする時には、融着装置が最も高
い実用的な温度および圧力に設定されていても融着アーティファクト（低温オフセット）
が発生した。
【００２１】
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　電気記録印刷装置を用いて隆起印刷情報の選択的印刷を行うという目的のため、例えば
触感を発生させる目的のため、着色マーキング粒子を含む印刷エンジンの一つ以上の印刷
モジュールを用いて印刷像が生成され、印刷エンジンの被選択静電印刷モジュールに非着
色の非マーキング粒子（例えば透明トナー）が提供されてもよい。マーキング粒子を用い
て形成される印刷像の上部に非マーキング粒子を印刷することにより、隆起印刷情報、例
えば隆起文字が受像部材に形成される。
【００２２】
　キャリア、マーキングおよび非マーキング粒子を含む現像剤粒子を指すのにここでは使
用される粒子サイズという語は、Ｃｏｕｌｔｅｒ，Ｉｎｃ．から販売されているＣｏｕｌ
ｔｅｒ　Ｍｕｌｔｉｓｉｚｅｒなど、従来の直径測定デバイスにより測定される平均体積
重み付け直径を意味する。平均体積重み付け直径は、各粒子の質量の合計に質量および密
度の等しい球体粒子の直径を掛けて合計粒子質量で割ったものである。
【００２３】
　触感を付与するのに使用される原理は、少なくとも２０μｍの融着後積層高さを達成す
ることであり、これはある環境において、受像部材の上のおよそ２．３ｍｇ／ｃｍ2の付
着トナーから作成される。後述する高さの一部を達成できる付着量は後述の高さの後に提
示されるが、これらは一実施形態に基づくものであって記載されたものと印刷条件が変わ
った場合には変化するという理解による。しかし、４０～５０μｍ（５．５ｍｇ／ｃｍ2

）以上の積層高さがいくつかの用途では望ましいことが多く、場合によっては、１０ｍｇ
／ｃｍ2以上の付着トナーから生じる高さを含む一層高い積層高さが必要とされる。
【００２４】
　一般的な電気記録印刷モジュールでは、二成分現像剤システムを用いた現像ステップは
、逆電荷問題による２層のトナー粒子の塗着に限定される。結果的に、８～９μｍ（０．
５ｍｇ／ｃｍ2）の単層のマーキング粒子を融着した後の積層高さは、その約半分（４μ
ｍ）である。積層高さの積み重ねは、いくつかの印刷モジュールを用いてトナー粒子の層
を積み重ねることにより達成される。しかし標準サイズの粒子を用いて積層高さを増すと
、着色カラー載置モジュールに有効な印刷モジュールの数を制限するだろう。したがって
、８～９μｍ（０．５ｍｇ／ｃｍ2）より実質的に大きな粒子が使用されると、２０μｍ
より大きな融着後積層高さを有する隆起印刷が得られる。
【００２５】
　２０μｍより大きなトナー粒子を有する現像剤を使用するための技術が、隆起印刷を行
うのに用いられるとよい。一般的に、このような粒子を使用する電気記録印刷モジュール
はモジュールごとに２層を形成することができ、２０μｍ（２．３ｍｇ／ｃｍ2）の粒子
による２層から、約２０μｍ（２．３ｍｇ／ｃｍ2）の融着後積層高さが得られる。
【００２６】
　本発明の原理によれば、一回に一つ以上の利用可能な電気記録印刷モジュールを用いて
印刷像が受像部材に転写される。最高品質を有する印刷像を形成するため、８～９μｍ（
０．５ｍｇ／ｃｍ2）未満の標準的な汎用体積平均直径を有する小さな着色マーキング粒
子の層を用いて、印刷像が形成される。
【００２７】
　印刷像は、複数の電気記録印刷モジュールを用いることで形成される多色印刷像でよい
。図２を参照すると、電気記録印刷エンジン１００を用いることにより、電気記録印刷モ
ジュール１０Ａはイエロー（Ｙ）のトナー分離像を形成し、電気記録印刷モジュール１０
Ｂはマゼンタ（Ｍ）のトナー分離像を形成し、１０Ｃはシアン（Ｃ）のトナー分離像を形
成し、一方、１０Ｄはブラック（Ｋ）のトナー分離像を形成できる。Ｃ，Ｙ，Ｍ，Ｋの像
の使用は、色のスペクトルを有する印刷像の生成を可能にするが、他の色を用いて発明が
実施されてもよい。
【００２８】
　印刷像のマーキング粒子およびキャリア粒子を用いた印刷のための現像剤に適切な電気
記録プロセス設定点、制御パラメータ、およびアルゴリズムを用いて、電気記録印刷モジ
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ュール１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄが制御される。設定点、制御パラメータ、および
アルゴリズムは、論理制御ユニット１２３の論理形成部で実行されるとよい。
【００２９】
　電気記録印刷モジュール１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄが用いられて印刷像の多色部
分を受像部材２００に送った後、残りの複数のモジュールが用いられて受像部材２００の
被選択エリアに隆起像を形成する。多色印刷モジュールを使用して受像部材に隆起像を一
回で形成することにより、必要な触感を付与するための最終積層高さが得られる。
【００３０】
　図３は、印刷モジュール１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄを用いて形成される印刷像３
００を有する受像部材２００を示している。図３に示されているように、印刷像は積層高
さ「ｔ」を有する。８～９μｍ（０．５ｍｇ／ｃｍ2）のマーキング粒子が用いられる場
合、融着プロセス後の印刷像積層高さは４と８μｍの間でよい。
【００３１】
　電気記録印刷モジュール１０Ｅおよび１０Ｆの現像ステーションは、キャリア粒子と非
着色の非マーキング粒子とを含む現像剤を供給する。隆起像の形成に用いられる非マーキ
ング粒子は、印刷像の形成に用いられる標準サイズのマーキング粒子よりも実質的に大き
なサイズである。例えば、非着色トナー粒子の体積平均直径は、１４μｍ以上の、好まし
くは２０μｍ（２．３ｍｇ／ｃｍ2の単位面積あたり質量）と５０μｍ（５．５ｍｇ／ｃ
ｍ2の単位面積あたり質量）との間、より好ましくは２０μｍ（２．３ｍｇ／ｃｍ2の単位
面積あたり質量）と３０μｍ（４．０ｍｇ／ｃｍ2の単位面積あたりの質量）μｍの間で
よい。
【００３２】
　印刷モジュール１０Ｅを用いて、印刷エンジン１００は第１隆起像を形成する。図４を
参照すると、印刷像３００が形成されている受像部材２００の被選択エリアに第１隆起像
３０２が形成されることが理解されるだろう。第１隆起像３０２を形成するための被選択
エリアは、印刷像３００からのマーキング粒子を有するエリアと重複するエリアを含むが
、第１印刷像のためのマーキング粒子が載置されていないエリアに形成されてもよい。
【００３３】
　次に、印刷モジュール１０Ｆを用いて、印刷エンジン１００が第２隆起像を形成する。
図５を参照すると、印刷像３００と第１隆起像とが形成されている受像部材２００の第２
被選択エリアに第２隆起像３０４が形成されることが理解されるだろう。第２隆起像３０
４を形成するための第２被選択エリアは、第１隆起印刷像３０２からのマーキング粒子を
有するエリアと重複するエリアを含んでいるが、第１印刷像のためのマーキング粒子が存
在していない受像部材のエリアと、第１隆起像のためのマーキング粒子が存在していない
エリアとに形成されてもよい。
【００３４】
　第２隆起像３０４が第１隆起像３０２および印刷像と重複しているところでは、所望の
触感を達成するための所望の積層高さＴが得られるが、第１および第２隆起像の一方のみ
が形成されているエリアでは、これより低い高さＴ'が得られる。所望の積層高さを持つ
より大きな部分を生成するための大きな非マーキング粒子を用いると、印刷像を形成する
のに適切な数の印刷モジュールを保持しながら、より大きな積層高さを達成する。さらに
、印刷像を形成するための小さなマーキング粒子を用いると、透明な隆起像が印刷像に印
刷される時でも高品質の印刷像が可能である。加えて、隆起効果が必要とされない像エリ
アに小さいサイズのマーキング粒子、隆起効果が望ましいエリアに大きな非マーキング粒
子を用いると、隆起像と非隆起像を同時に生成することが可能になる。最後に、隆起効果
が必要とされない像エリアに小さいサイズのマーキング粒子を用いると、小さいマーキン
グ粒子が利用される時には必要な質量が少なくなるので、印刷物の製造コストを最小にす
る。
【００３５】
　発明の他の実施形態では、４個より少ない印刷モジュールを用いて多色印刷像が印刷受



(10) JP 2013-504091 A 2013.2.4

10

20

30

40

50

像体に形成されてもよい。図２を参照すると、電気記録印刷モジュール１０Ａはイエロー
（Ｙ）のトナー分離像を形成し、電気記録印刷モジュール１０Ｂはマゼンタ（Ｍ）のトナ
ー分離像を形成するのに対して、１０Ｃはシアン（Ｃ）のトナー分離像を形成する。イエ
ロー、マゼンタ、およびシアンの像を用いて多色像を印刷する時には、印刷像の所望エリ
アに等量のイエロー、マゼンタ、およびシアンを塗着することにより黒色が生成される。
この場合、３個の印刷モジュール、すなわちモジュール１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆが受像体
の被選択エリアに隆起像を形成するのに利用可能である。また別の実施形態では、単一の
印刷モジュールが、標準サイズのマーキング粒子を用いて単色またはグレースケールの印
刷像を受像部材に形成できる。例えば、印刷エンジン１００の単一印刷モジュールを用い
て単色の印刷像を形成すると、隆起像の形成に５個のモジュールを残しておける。例えば
、印刷エンジン１００が印刷モジュール１０Ａを用いて単色印刷像を受像部材２００に形
成した後に、受像部材２００に隆起像を形成するのに、残りの複数のモジュールが利用可
能である。図２に図示された印刷エンジンを用いると、印刷モジュール１０Ｂ，１０Ｃ，
１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆのうち２個以上を用いて２，３，４，５個の隆起像が受像部材に
連続的に形成され、１００μｍを充分に超える融着後の隆起印刷高さが可能となる。
【００３６】
　プリンタ装置１００による書込みのための像データは、単数または複数の色分離スクリ
ーンジェネレータを含むラスターイメージプロセッサ（ＲＩＰ）によって処理されるとよ
い。ＲＩＰの出力は、印刷像を形成するのに用いられるそれぞれの印刷モジュールの各々
の露光ユニットへ色分離印刷データを伝達するため、フレームまたはラインバッファに記
憶される。ＲＩＰおよび／または色分離スクリーンジェネレータは、プリンタ装置の一部
であってもこれから遠隔位置にあってもよい。ＲＩＰにより処理される像データは、カラ
ードキュメントスキャナまたはデジタルカメラから得られるか、プリンタにより適切に表
示されるようにハーフトーン像データとなるように再処理される必要のある連続像を表す
像データを一般的に含むコンピュータにより、あるいはメモリまたはネットワークから生
成される。ＲＩＰは、所望のカラー印刷物を得るため、色補正を含む像処理プロセスを実
施する。カラー像データはそれぞれの色に分離され、所望のスクリーン角度およびスクリ
ーン線数を包含するマトリクスを用いてそれぞれの色のハーフトーンドット像データに、
ＲＩＰによって変換される。ＲＩＰは適当にプログラムされたコンピュータおよび／また
は論理デバイスでよく、分離されたカラー像データを処理して、印刷に適したハーフトー
ン情報の形でレンダリングされた像データにするため、記憶または生成されたマトリクス
およびテンプレートを使用するのに適している。
【００３７】
　一つ以上の隆起像が着色印刷像と重複しているエリアでは、隆起像を通して見られる印
刷像の見た目の色が変化する。受像部材全体で一貫して色が見える完成印刷品を生産する
ため、色分類を行うためのアルゴリズムは、印刷像が隆起像と重複されていないエリアと
は異なる色分離を、印刷像が隆起像と重複されているエリアで生成するカラープロファイ
ルを含む。一実施形態では、二つのカラープロファイルが作成される。第１カラープロフ
ァイルは、透明か非着色のトナーの上部被覆率が１００％の場合、第２カラープロファイ
ルは、透明トナーの上部被覆率が０％の場合のものである。ピクセル単位で、透明トナー
像の平面に必要とされる被覆量に比例して、第３カラープロファイルが作成され、この第
３カラープロファイルは第１および第２カラープロファイルの値を補間する。こうして、
二つのカラープロファイルの混合演算が用いられて印刷値を生成する。好適な実施形態で
は、特定ピクセルに対応する二つのカラープロファイル値の線形補間が実施される。しか
し、何らかの形の非線形補間が代わりに用いられてもよいことは言うまでもない。
【００３８】
　隆起印刷が望ましくない受像部材のエリアに、透明のトナーオーバーコートが設けられ
てもよい。融着を向上させる方法の一つは、受像部材へのトナー付着量の大きな変化が見
られる時に受像部材に良好な接着を行うことである。説明する方法は、多色トナー像を形
成するステップと、一つ以上のカラートナー層のカラー付着量（ＣＭＬ）または非隆起付
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着量（ＮＲＭＬ）と相関させて透明オーバーコート付着（ＯＭＬ）の量を決定するステッ
プと、最大総付着量（ＴＭＬ）とニップ幅とにより決定される融着温度で透明トナーオー
バーコートおよび多色トナー像を融着させて、融着装置オフセット緯度を最適化しながら
受像部材への良好な接着を行うステップとを含む。ＯＭＬとして定義されて２．０ｍｇ／
ｃｍ2より有意に低い非隆起像エリアにおける透明トナーの１００％被覆率よりも有意に
低い率で載置させても、保護オーバーコート層として機能することができ、高温オフセッ
ト破壊をさらに高温にすることで、すべての状況において、例えば、一つ以上の受像体が
、オイルの吸収が容易でない高密度またはコーティング用紙である時に、融着装置オフセ
ット緯度を向上させて、高いトナー付着量を隆起印刷用途に使用することを可能にするこ
とが分かっている。本質的に、過熱および凝集破壊を回避するように、非隆起領域の総ト
ナー付着量（ＮＲＭＬとＯＭＬの合計）が増加する。好ましくは、この被覆率は０％から
６０％の範囲であり、正確な被覆率は、不透明トナーの付着量（ＮＲＭＬ）とともに、融
着装置サブシステム、トナー材料、および受像部材の特徴を示す他の要因に応じたもので
ある。概して、保護オーバーコート層の面積あたり付着量（ＯＭＬ）は％被覆率に対して
非線形であるため、５０％被覆率は１００％被覆率と関連する付着量の１／２より実質的
に低いことに注意すること。この保護層の別の利点は、隆起および非隆起像エリアの間で
観察される色ずれの減少である。非隆起像エリアにおける透明トナーの低被覆率でも、融
着時のトナー流れを減少されるのに充分であり、ゆえに隆起像エリアで観察されるものに
一層類似した色ずれとなり、色ずれは保護層のないＣＭＹＫトナー付着部について測定さ
れる。
【００３９】
　隆起像を印刷するための像データは、いくつかの方法で作成される。一実施形態におい
て、印刷像の、或るタイプのオブジェクトに対応するように印刷像情報から隆起像データ
が生成される。例えば、テキストオブジェクトが隆起印刷で印刷されるように、テキスト
オブジェクトに対応するように隆起像データが生成されるとよい。この場合、印刷モジュ
ールのデジタルフロントエンドが、対応する数の隆起像を受像部材に形成するのに用いら
れる複数の印刷モジュールの露光ユニットを駆動するためのデータを生成する。印刷像と
完全に重複するように隆起像が形成される。この場合、隆起像情報についてのデータが再
び、印刷像を印刷するためのカラーまたはモノクロのデータから導出されるが、印刷像を
形成するためのエリア全体に隆起像が形成されるように計算される。例えば、ＣＹＭＫ印
刷像が形成される場合には、Ｃ，Ｙ，Ｍ，Ｋのいずれかの像情報が非ゼロ値であるピクセ
ルまたはエリアの値を持つように、隆起情報が生成される。
【００４０】
　触感像の可変データ印刷を可能にするパターンを含有する適当なデータベースから隆起
データが検索され、背景テクスチャは例えば、画家のキャンバス、アクリルペインティン
グ、バスケットボール（豚革）、砂岩、サンドペーパー、布、カーペット、羊皮紙、皮膚
、毛皮、または板目の印象を提供するとよい。パターンを形成する位置が印刷像のデータ
と無関係に特定されて、受像部材の特定エリアにテクスチャが形成されてもよい。
【００４１】
　以下の例では印刷像と隆起像とを提供する特定モジュールが記載されたが、このような
実施に発明は限定されない。例えば、隆起像を形成するための被選択エリアが印刷像を形
成するためのエリアと重複しなくてもよい。別の例としては、印刷像を含まない受像部材
の部分に触感像を表示することが望ましいことがある。このような場合、印刷像と隆起像
とを形成するのにいかなる順序でモジュールが用いられてもよい。
【００４２】
　他方、隆起テキストなどの隆起印刷を必要とする用途では、隆起像を形成する前に、隆
起印刷を必要とするエリアの受像部材に印刷像が形成される。隆起印刷を１回で形成する
時には、隆起印刷を形成するために選択されるモジュールは、印刷像の形成に続いて透明
トナーを塗着するように選ばれる。
【００４３】
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　さらに、６個の印刷モジュールを有する印刷エンジンの例を用いて発明が説明されるが
、印刷モジュールの数は一例であって、別の数の印刷モジュールを有する装置によって発
明が実施されてもよい。
【００４４】
　加えて、隆起像を形成するための現像剤は、着色されていない非マーキング粒子の塗着
として説明された。代替実施形態において、隆起像を形成するための現像剤は、印刷像を
形成するためのマーキング粒子よりも実質的に大きなサイズを有する着色トナー粒子を含
有してもよい。
【００４５】
　複数の電気記録モジュールにおいて実質的に大きなサイズのマーキング粒子を用いて隆
起像を印刷する時には、一つ以上の電気記録プロセス設定点または演算アルゴリズムを変
更して、結果的に得られる印刷の性能、信頼性、および／または像品質を最適化すると好
都合である。隆起情報を印刷する時の所定値に代わるものとして電気記録プリンタで制御
される電気記録プロセス設定点（演算アルゴリズム）の値の例は、例えば、融着温度、融
着ニップ幅、融着ニップ圧力、光伝導性部材への像形成電圧、トナー付着ステーション転
写圧力、像転写電圧および像転写電流、および融着プロセス中に印加される融着オイルの
量を含む。隆起情報印刷物を作成する電気記録装置では、隆起情報を印刷する時に所定の
設定点（あるいは制御パラメータまたはアルゴリズム）が用いられる場合に特殊な動作モ
ードが提供される。すなわち、電気記録印刷装置が非隆起情報像を印刷する時には、第１
組の設定点／制御パラメータが利用されるのである。次に、電気記録印刷装置が隆起情報
像を印刷するためモードを変更する時には、第２組の設定点／制御パラメータが利用され
る。
【００４６】
　電気記録融着プロセスでは、融着したトナーが受像部材の基板繊維を貫通せずに、全体
として用紙基板上に残る。融着ステップは、付着トナーの高さをおよそ二分の一だけ減少
させられる。上記のように、受像部材にトナーを効果的に定着させる融着プロセスのパラ
メータは、隆起印刷に用いられる隆起印刷モジュールの数と印刷および隆起像の形成に用
いられるマーキング粒子のサイズとともに、受像部材の物理的および熱的性質に応じて変
化する。加えて、隆起情報を印刷するための一組以上の融着パラメータなどのパラメータ
は、印刷エンジンと関連するメモリに記憶され、受像部材のタイプ、所望の融着後積層高
さ、融着プロセス速度、印刷像の形成に用いられる印刷モジュールの数、隆起および印刷
像の形成に用いられるトナー粒子のサイズおよびタイプ、隆起像の形成に用いられる印刷
モジュールの数などのパラメータに基づいて、選択および適用される。パラメータはオペ
レータによって手作業で入力されても、印刷モジュールと関連するセンサにより自動的に
決定されても、また手動入力とパラメータ検知との組合せが使用されてもよい。
【００４７】
　好ましくは、隆起情報を印刷するのに用いられるマーキング粒子は、印刷情報を形成す
るための粒子よりも実質的に大きい汎用かつ平均的な平均体積重み付け直径を有する。例
えば、印刷情報を印刷するためのマーキング粒子は９μｍ未満（８μｍなど）の標準的な
汎用の平均的な平均体積を有するのに対して、隆起情報を印刷するためのマーキング粒子
は、１２μｍと３０μｍの間（２１と３０μｍの間など）の汎用かつ平均的な平均体積重
み付け直径を有する。
【００４８】
　印刷像情報を形成するのに８μｍマーキング粒子を用いるとともに隆起像情報を印刷す
るのに２０μｍ粒子を用いる本発明の実施形態による電気記録印刷エンジンの例では、印
刷像と第１および第２隆起像とが形成されてその結果として融着後積層高さが約５０μｍ
となるエリアでは、５ｍｇ／ｃｍ2までの付着トナー被覆率が達成される。対照的に、８
μｍマーキング粒子を用いるいくつかの像形成モジュールを適用する時には、形成される
各層について約０．４から０．５ｍｇ／ｃｍ2の付着被覆率が一般的である。８μｍ粒子
を用いて所望の積層高さを達成するのに充分な印刷モジュールを使用すると、カラートナ
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ーを付着させるために利用可能なモジュールの数を厳しく制限して、最終的な像で実現可
能な色域を減少させる。
【００４９】
　他方、大きな非マーキング粒子を用いる多数の印刷モジュールを使用して隆起印刷像を
形成することにより、印刷エンジンに利用可能な印刷モジュールを用いて融着後積層高さ
を上昇させることができる。例えば、大きな非マーキング粒子を用いて隆起印刷像を形成
するのに４または５個のモジュールを用いることにより、電気記録印刷を用いて１００μ
ｍ以上の定着後積層高さが可能である。
【００５０】
　上述した例では、隆起像を印刷するための大きなサイズのトナー粒子が非着色の非マー
キング粒子として記載されている。本発明は、隆起像を設けるのに用いられる大きなサイ
ズの着色粒子で実施されてもよい。例えば、１種類以上の大きなサイズの非マーキング粒
子を大きなサイズの着色マーキングトナー粒子と置き換えることを特徴とする装置を用い
て、特定色の隆起テキストが形成されてもよい。
【００５１】
　さらに、上述の例では、隆起像を印刷するための各モジュールが、同じ体積平均直径を
有するトナー粒子を使用した。本発明はこの方法での実施に限定されない。印刷モジュー
ルの各々により使用される体積平均直径が標準サイズの粒子よりも実質的に大きいと仮定
して、隆起像の形成に用いられる複数の印刷モジュールが異なるサイズのトナー粒子を使
用してもよい。例えば、二つの隆起像を受像部材に形成する時に、第１隆起像を印刷する
ためのトナー粒子は、第２隆起像を印刷するためのトナー粒子よりも実質的に大きくてよ
い。
【００５２】
　隆起像を作成するのに必要とされる大きなトナー粒子および／またはトナー塊がアーテ
ィファクトなしで印刷媒体に適切に付着するように融着装置の処理速度を減速させて長い
滞留時間を可能にすることを含む、電気記録プリンタで受像部材に隆起印刷を施すための
改善融着方法を、図６を参照して説明する。この方法は図１および２に図示された装置を
用い、電子写真プリンタの性能を活用するためのステップを含む。この方法は一つ以上の
制御装置により実行されるとよい。方法は、隆起トナーの効果的な融着を実施する一つ以
上の速度関連の融着装置パラメータの制御を含む。これらの設定点は、非隆起トナーある
いは非隆起トナー像または印刷物と呼ばれることのある隆起トナーを含まない像の印刷に
使用されるものとは異なっている。
【００５３】
　例えば、隆起印刷が用いられる時には、質量／単位面積またはこのパラメータについて
の高さ関連値に基づいて受像体の速度が設定されるとよい。こうして一実施形態では、融
着装置の処理速度を効果的に低下させて長い滞留時間を可能にするため、隆起像を作成す
るのに必要とされる大きなトナー粒子および／またはトナー塊がアーティファクトなしで
印刷媒体に適切に付着する。この方法の一実施形態では、融着装置（および実施形態によ
ってはＥＰプロセス）の処理速度を低下させるのに速度切替え技術が用いられるため、広
範囲のタイプの用紙に隆起像が適切に融着される。この実施形態は、参照テーブル（ＬＵ
Ｔ）を用いるか、別のメモリデバイスが用いられて必要に応じて自動的な速度切替えを実
行するとよい。
【００５４】
　電気記録印刷方法６００は、隆起情報を印刷するため電気記録法印刷エンジンの設定点
が設定されるステップＳ６０５から始まる。すなわち、上述のように、受像部材への印刷
が適切に定着されるように融着装置の設定点が調節されるのである。加えて、印刷エンジ
ンにおいて受像部材を移動させるための処理速度が、隆起印刷が施されないプロセスとは
異なるように設定される。一実施形態では、＞２ｍｇ／ｃｍ2などの所定値より大きな単
位面積あたり質量を有するイメージコンテンツ（隆起像、ＲＩ、コンテンツ）を印刷対象
のページ（またはジョブ）が含むかどうかをＳ６０５で決定する。



(14) JP 2013-504091 A 2013.2.4

10

20

30

40

50

【００５５】
　プロセス６００は、印刷像の形成および融着のためのパラメータおよび設定点が適用さ
れるステップＳ６１０に続く。例えば、像形成電圧、トナー付着電圧、磁気ブラシ動作パ
ラメータ、像転写電圧および像転写電流が、標準サイズのマーキング粒子を用いる現像剤
の適用に適したものとして設定されるとよい。これらのパラメータおよび設定点は、印刷
像を形成するためのモジュールに適用される。すなわち、一実施形態のＳ６１０では、所
望の隆起像の単位面積あたり質量に基づいて決定ステップが速度パラメータを決定するの
である。例えば、隆起像コンテンツが検出されると、隆起インクまたはトナー（ＲＩ）融
着設定点まで融着装置速度を変化させる、例えば５０％だけ速度を低下させる。隆起像を
印刷する隆起情報を用いて隆起像を含む印刷像が受像部材に形成されるステップＳ６１５
に、プロセス６００は続く。
【００５６】
　印刷像の形成に続いて、融着と非融着の両方の関連パラメータを含めて、隆起像を形成
するためのパラメータ、値、設定点が、ステップＳ６２０で確定される。非融着パラメー
タは例えば、像形成電圧、トナー付着ステーション電圧、磁気ブラシ動作パラメータ、像
転写電圧に加えて、用紙、中間および光伝導体の速度、そして像転写電流を含む。融着関
連パラメータの一部は、例えば、温度、圧力、ニップ幅、そして融着部材関連速度といっ
た融着関連部材の速度を含む。融着部材は、融着ローラ、融着ベルト、および固有転写デ
バイスの速度を含む。
【００５７】
　一実施形態において、隆起像を印刷するためのマーキング粒子は一般的に、印刷像を印
刷するためのものより実質的に大きく、隆起像を形成するためのモジュールに適用される
電気記録パラメータおよび設定点のいくつかは、印刷像の形成のためのモジュールに適用
されるものと異なっているとよい。例えば、印刷エンジン１００は、印刷モジュール１０
Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆを用いて受像部材２００に多色印刷像を形成できる
。印刷モジュール１０Ａは、標準サイズより大きい第１トナー粒子（２０μｍマーキング
粒子など）を用いて第１隆起像を形成するのに用いられ、印刷モジュール１０Ｅは、標準
サイズより大きな第２トナー粒子（３０μｍマーキング粒子など）を用いて第２隆起印刷
像を形成するのに用いられるとよい。
【００５８】
　すなわちＳ６２０では、ＲＩ速度関連の融着装置設定点を適用して隆起像コンテンツを
含む像の融着を実施することにより、プリンタシステムが受像部材に像を定着させる。隆
起像を作成するのに必要とされる大きなトナー粒子および／または大きなトナー塊がアー
ティファクトなしで印刷媒体に適切に付着するように、質量／単位面積または高さに基づ
いて速度が設定されることで、融着装置の処理速度を効果的に低下させて長い滞留時間時
間を可能にする。
【００５９】
　また、受像部材の第１被選択エリアにおいて第１隆起像が受像部材に形成されて、受像
部材の第２被選択エリアにおいて第２隆起像が形成されるように、プロセス６００が継続
するとよい。第１被選択エリアは第２被選択エリアと同じであってもよい。第１被選択エ
リアと第２被選択エリアとが、印刷像のすべてまたはいくつかの部分と重複してもよい。
代替的に、印刷像と隆起像とが受像部材の別のエリアを占めてもよい。第１および第２隆
起像の形成に続いて、印刷像および隆起像が受像部材に融着されて、組合せ像を定着させ
る。参考として取り入れられている同時係属の米国出願番号第１２／４０４，４８５号に
記載されているように６個を超えて印刷モジュールが用いられる時には、プロセス６００
に追加プロセスステップが加えられる。
【００６０】
　図７は、隆起印刷のための改善融着システムの別の実施形態を説明している。この実施
形態では、隆起トナーの存在を検出するプリンタ、または隆起印刷を可能にするトナーを
含む乾燥インクステーションを用いて、低速で印刷するようにモードを変化させることが
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融着向上に含まれる。これは自動化され、説明した他の方法とともに用いられるとよい。
新たな速度での印刷に最適である適切な融着およびＥＰ設定点が常に変更されるため、こ
うしてプリンタは隆起トナーの処理を常に行える。第１ステップＳ７０５は、ステップ６
０５に関して上述した隆起トナー設定点を決定する。
【００６１】
　次にＳ７１０では、隆起像コンテンツが検出されると、融着速度、用紙経路速度、光伝
導体表面速度、中間転写表面速度、および必要に応じて書出しプログラム露光時間および
／または振幅、書込みプログラム線周波数始点、転写バイアス設定点（電圧およびまたは
電流）、トナー付着ステーションバイアス設定点、トナー付着ステーション現像液給送速
度、消去ランプ振幅、帯電バイアス設定点、仕上げ装置速度など他のＥＰプロセス関連値
を含む、隆起像速度関連の設定点が変更される。上述したＳ６１５と同様に、ステップＳ
７１５で隆起像が形成され、隆起トナー速度関連の融着装置設定点を適用して隆起像エリ
アを含む像の融着を実施することにより受像部材に像を定着させるステップＳ７２０にお
いて、像が融着される。隆起像を作成するのに必要とされる大きなトナー粒子および／ま
たはトナー塊がアーティファクトなしで印刷媒体に適切に付着するように、質量／単位面
積または高さに基づいて速度が設定されることで融着装置のプロセス速度を効果的に低下
させて長い滞留時間を可能にする。
【００６２】
　受像部材に隆起印刷を施すための別の電気記録印刷方法を、図８を参照して説明する。
電気記録印刷方法は、装置を用いて実施可能である。
【００６３】
　広範囲の用紙タイプに隆起像が適切に融着されるように融着装置（および実施形態によ
ってはＥＰプロセス）の処理速度を低下させる速度切替え技術を、この方法でも利用でき
る。電気記録印刷方法８００は、電気記録法印刷エンジンの設定点が隆起情報の印刷のた
めに設定されるステップＳ８０５から始まる。すなわち、上述のように、受像部材への印
刷が適切に定着されるように、融着装置の設定点が調節されるのである。加えて、印刷エ
ンジンにおいて受像部材を移動させるための処理速度が、隆起印刷が施されないプロセス
とは異なるように設定される。一実施形態では、＞２ｍｇ／ｃｍ2（隆起像、ＲＩ、コン
テンツ）など既定値より高い単位面積あたり質量を有するイメージコンテンツを印刷対象
ページ（またはジョブ）が含むかどうかをＳ８０５が判断する。
【００６４】
　隆起トナーの融着を実施する隆起情報プリンタ設定点に基づいて、必要な隆起トナー速
度および追加の関連融着装置設定点が決定されるステップＳ８１０へ、プロセスが続く。
次にステップＳ８１５では、隆起像を印刷する隆起情報を用いて隆起像が受像部材に形成
され、所望の隆起像の単位面積あたり質量に基づいて速度パラメータを決定する。
【００６５】
　最後にステップＳ８２０では、隆起トナー速度関連の融着装置設定点を適用して非隆起
トナーでなく隆起トナーの融着を実施することにより、受像部材に像が定着または融着さ
れる。質量／単位面積または高さに基づいて速度が設定されることで、対話式／自動的に
効果的な減速または加速を行うため、隆起像を作成するのに必要とされる大きなトナー粒
子および／またはトナー塊がアーティファクトなしで印刷媒体に適切に付着するように、
融着装置の処理速度が異なる滞留時間時間を可能にする。
【符号の説明】
【００６６】
　１０　電気記録印刷モジュール、３０　融着アセンブリ、３１　加熱融着ローラ、３２
　融着装置加圧ローラ、１００　電気記録プリンタエンジン、１０５　光伝導性ドラム、
１０６　露光ユニット、１０７　現像ステーション、１０８　帯電モジュール、１１０　
中間転写部材ドラム、１１５　第２転写ニップ、１１７　第１転写ニップ、１１８　回転
下方転写ドラム、１２１　均一静電電荷量測定器、１２２　露光後電荷量測定器、１２３
　論理制御ユニット、１２４　モジュール論理制御コンポーネント、２００　受像部材、
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２１０　搬送ベルト、３００　印刷像、３０２　第１隆起像、３０４　第２隆起像。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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